
３．教科に関する調査の各問題の分析結果と課題

（２）小学校� 理科
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理科１ 赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違い（地球に関する問題） 
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理科１ 赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違い（地球に関する問題） 

 

  

出題の趣旨 

 

 

本問題では、学校の花壇に入れた赤玉土を見て、気付いたことを話し合う中で、理科の学習

内容を基に粒の大きさや水のしみ込む時間に違いがあることに気付き、科学的に探究し、問題

を解決していく学習場面を設定した。 

設問（1）は、赤玉土の「粒の大きさ」による水がしみ込む時間の違いを調べる実験の条件に

ついて、コップＡの「赤玉土の量」と「水の量」から、コップＢの「赤玉土の量」と「水の量」

の条件を同じにして観察、実験ができるかを問うものである。ここでは、【問題】を解決する  

ための【方法】を発想し、条件を正しく設定しながら調べることが求められる。本設問にある

ように、実験の方法を発想し、表現するには、予想や仮説を基に制御すべき要因と制御しない  

要因を区別することが大切である。そのため、変える条件や変えない条件を整理しながら、  

実験の方法を考えることの重要性について意識して授業を改善することが大切であると考え 

られる。 

設問（2）は、赤玉土の「粒の大きさ」による水のしみ込み方の違いをまとめたわけについて、

【結果】を用いて表現することができるかを問うものである。ここでは、赤玉土の「粒の大きさ」

による水のしみ込み方の違いについて、【結果】を基に考察し、その理由を表現できることが  

求められる。本設問にあるように、【問題に対するまとめ】を導くには、【結果】を基に考察する

ことが大切である。そのため、考察する際、結論の根拠は何か考えることの重要性について意識

して授業を改善することが大切であると考えられる。 

設問（3）は、【結果】や【問題に対するまとめ】から、中くらいの粒の赤玉土に水がしみ込む    

時間を予想し、予想した理由とともに【考えられる時間】を選択することができるかを問うもので  

ある。ここでは、赤玉土の「粒の大きさ」による水のしみ込み方の違いについて、他の条件での

予想を発想し、【考えられる時間を選んだ理由】を思考して、表現することが求められる。本設問

にあるように、科学的な根拠のある予想を発想するには、その事象が起こる理由を思考して、  

表現することが大切である。そのため、一つの問題を解決するだけにとどまらず、獲得した  

知識を基に、科学的な根拠のある予想をし、問題を解決することの重要性について意識して授業

を改善することが大切であると考えられる。 

 

 

  

赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いについて、解決するための実験の方法を

発想したり、結果を基に考察したりしながら、問題を解決できるかどうかをみる。 
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 設問（1） 

趣旨 

  

 

■学習指導要領における区分・内容 

〔第４学年〕 Ｂ 生命・地球  

   (3) 雨水の行方と地面の様子について、流れ方やしみ込み方に着目して、それらと地面の

傾きや土の粒の大きさとを関係付けて調べる活動を通して、次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 

（ｲ）水のしみ込み方は、土の粒の大きさによって違いがあること。 

 

■枠組み（視点） 

構想 

 

１．解答類型と反応率 

問題番号 解 答 類 型 
反応率 

（％） 
正答 

１ （1） （正答の条件） 

 赤玉土の量（ア）と水の量（イ）について、いずれも正しい数値を記述 

している。 

（正答） ア 300  イ 250 

  

 

１  ア、イ のいずれも正しい数値を記述しているもの 79.6 ◎ 

２ ア のみ正しい数値を記述しているもの 1.1  

３ イ のみ正しい数値を記述しているもの 1.9  

99  上記以外の解答 15.0  

０  無解答 2.5  

 

  

赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いについて、赤玉土の量と水の量を  

正しく設定した実験の方法を発想し、表現することができるかどうかをみる。 
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 設問（1） 

趣旨 

  

 

■学習指導要領における区分・内容 

〔第４学年〕 Ｂ 生命・地球  

   (3) 雨水の行方と地面の様子について、流れ方やしみ込み方に着目して、それらと地面の

傾きや土の粒の大きさとを関係付けて調べる活動を通して、次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 

（ｲ）水のしみ込み方は、土の粒の大きさによって違いがあること。 

 

■枠組み（視点） 

構想 

 

１．解答類型と反応率 

問題番号 解 答 類 型 
反応率 

（％） 
正答 

１ （1） （正答の条件） 

 赤玉土の量（ア）と水の量（イ）について、いずれも正しい数値を記述 

している。 

（正答） ア 300  イ 250 

  

 

１  ア、イ のいずれも正しい数値を記述しているもの 79.6 ◎ 

２ ア のみ正しい数値を記述しているもの 1.1  

３ イ のみ正しい数値を記述しているもの 1.9  

99  上記以外の解答 15.0  

０  無解答 2.5  

 

  

赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いについて、赤玉土の量と水の量を  

正しく設定した実験の方法を発想し、表現することができるかどうかをみる。 

２．分析結果と課題 
○ 本設問の正答率は 79.6％である。このように解答した児童は、変える条件と変えない条件

を整理しながら、赤玉土の量と水の量を正しく設定した解決の方法を発想し、表現すること

ができていると考えられる。 

 

○ 解答類型２、３、99 の反応率の合計は 18.0％である。このように解答した児童は、何を  

変える条件と変えない条件とするのかなど、条件制御の方法が分からないことから、条件を

正しく制御した解決の方法を発想し、表現することができていないと考えられる。 

 

３．学習指導に当たって 
条件を制御した実験の方法を発想し、表現する 
○ 条件を制御した実験の方法を発想し、表現するためには、変える条件や変えない条件に  

着目し、整理しながら実験を計画することが重要である。 
  指導に当たっては、検証計画の立案で十分な活動時間を設け、条件制御の必要性を確認し

た上で、予想や仮説を基に、条件を制御した場合の結果の見通しについての話合い等を行い、

児童自ら条件を制御した計画を立てることができるような授業改善を引き続き行っていくこ

とが大切である。また、実験の後には、発想した実験の方法を振り返り、適切に計画し、実

験を行うことができていたことを児童自ら自覚できるようにしたり、児童の成果を価値付け

たりすることも大切である。 

 

 

  

指導に当たっての留意点 

土の隙間に着目して考察できるようにするため、本設問のように土の重さではなく、同じ

容器に土を入れた時の隙間の空間を含めた体積で比較できるようにするとよい。また、複数

回実験を行う際には、水の浸透により隙間の体積に変化が生じるため、乾いた土を入れ直し

て実験を行うようにするとよい。 
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 設問（2） 

趣旨 

 

 

■学習指導要領における区分・内容 

〔第４学年〕 Ｂ 生命・地球 

   (3) 雨水の行方と地面の様子について、流れ方やしみ込み方に着目して、それらと地面の

傾きや土の粒の大きさとを関係付けて調べる活動を通して、次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 
ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 

（ｲ）水のしみ込み方は、土の粒の大きさによって違いがあること。 

 

■枠組み（視点） 

分析・解釈 

 

１．解答類型と反応率 

問題番号 解 答 類 型 
反応率 

（％） 
正答 

１ 

 

 

 

 

 

 

（2） （正答の条件） 

次の①、②を全て記述して、妥当な考えを表現している。 

① コップＡ、コップＢでの水のしみ込む時間を数値で記述して 

いるもの 

② それぞれのしみ込む時間を比較し、結論を導いた理由を記述して 

いるもの 

（正答例） 

水のしみ込む時間は、コップＡは３秒から４秒で、コップＢは 10秒 

から 11秒だったので、小さいつぶの方が長かったから。 

  

 

 

 

 

 

  

１  ①、②を全て記述しているもの 8.6 ◎ 

２ ①を記述し、②を記述していないもの 21.4 ○ 

３ ②を記述し、①を記述していないもの 30.6 ○ 

４ 
「水がしみ込む時間がちがった」という結果を用いず、まとめと同

じ趣旨で記述しているもの 
10.3  

99  上記以外の解答 20.7  

０  無解答 8.4  

 

  

赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いについて、結果を基に結論を導いた 

理由を表現することができるかどうかをみる。 
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 設問（2） 

趣旨 

 

 

■学習指導要領における区分・内容 

〔第４学年〕 Ｂ 生命・地球 

   (3) 雨水の行方と地面の様子について、流れ方やしみ込み方に着目して、それらと地面の

傾きや土の粒の大きさとを関係付けて調べる活動を通して、次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 
ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 

（ｲ）水のしみ込み方は、土の粒の大きさによって違いがあること。 

 

■枠組み（視点） 

分析・解釈 

 

１．解答類型と反応率 

問題番号 解 答 類 型 
反応率 

（％） 
正答 

１ 

 

 

 

 

 

 

（2） （正答の条件） 

次の①、②を全て記述して、妥当な考えを表現している。 

① コップＡ、コップＢでの水のしみ込む時間を数値で記述して 

いるもの 

② それぞれのしみ込む時間を比較し、結論を導いた理由を記述して 

いるもの 

（正答例） 

水のしみ込む時間は、コップＡは３秒から４秒で、コップＢは 10秒 

から 11秒だったので、小さいつぶの方が長かったから。 

  

 

 

 

 

 

  

１  ①、②を全て記述しているもの 8.6 ◎ 

２ ①を記述し、②を記述していないもの 21.4 ○ 

３ ②を記述し、①を記述していないもの 30.6 ○ 

４ 
「水がしみ込む時間がちがった」という結果を用いず、まとめと同

じ趣旨で記述しているもの 
10.3  

99  上記以外の解答 20.7  

０  無解答 8.4  

 

  

赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いについて、結果を基に結論を導いた 

理由を表現することができるかどうかをみる。 

２．分析結果と課題 
○ 本設問の正答率は 60.6％である。このように解答した児童は、水のしみ込み方の違いに  

ついて【結果】を基に考察し、【問題に対するまとめ】の理由を適切に表現することができて

いると考えられる。 

 

○ 解答類型２の反応率は 21.4％である。このように解答した児童は、水のしみ込み方の違い

について【結果】の数値のみを述べており、それらを基に考察し【問題に対するまとめ】の

理由を適切に表現することができていないと考えられる。 

 

○ 解答類型３の反応率は 30.6％である。このように解答した児童は、水のしみ込み方の違い

について【結果】を基に考察することはできているものの、根拠となる数値を示し、表現   

することができていないと考えられる。 

 

〇 平成 30年度【小学校】理科２(3)では、「より妥当な考えをつくりだすために、実験結果を

基に分析して考察し、その内容を記述すること」に課題があると指摘している（正答率 20.2％）。

本設問では、正答率が 60.6％であることから、前回と比較して改善の傾向が見られるが、  

引き続き課題があると考えられる。 

 

 

３．学習指導に当たって 
観察、実験の結果を基に、問題に正対した自分の考えを表現する 
○ 観察、実験などの結果を基に、自分の考えを表現するためには、結果を整理し、具体的な

数値を基に、より妥当な考えをつくりだし、表現することが重要である。 

 指導に当たっては、結果を基に考察する際に、表やグラフなどに整理する活動を設ける  

ことで、結果を比較したり、複数の結果から多面的に考えたりして、自分の考えを表現でき

るように指導することが大切である。 

 また、根拠となる結果を具体的な数値などを用いて表現することで、より妥当な考えを  

つくりだすことができるように指導していくことも大切である。 

 

 

 

 （参照） 

「平成 30年度【小学校】報告書」pp.35-38 

https://www.nier.go.jp/18chousakekkahoukoku/report/data/18psci.pdf#page=38 

  

指導に当たっての留意点 

児童によっては、自分の予想に沿って都合よく結果を解釈したり、結果を基にしながら考え

を表現できていなかったりすることもある。そのため、全体の結果を基により妥当な考えが 

つくりだせるよう、１人１台端末を活用し、結果を即時的に共有したり、表からグラフに整理

したりして、結果に着目させながら指導するとよい。 
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 設問（3） 

趣旨 

 

 

■学習指導要領における区分・内容 

〔第４学年〕 Ｂ 生命・地球 
   (3) 雨水の行方と地面の様子について、流れ方やしみ込み方に着目して、それらと地面の

傾きや土の粒の大きさとを関係付けて調べる活動を通して、次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 

（ｲ）水のしみ込み方は、土の粒の大きさによって違いがあること。 

 

■枠組み（視点） 

構想 

 

１．解答類型と反応率 

問題番号 解 答 類 型 
反応率 

（％） 
正答 

１ （3） 
１ 

 【考えられる時間】１ 【考えられる時間を選んだ理由】４ と解答している

もの 
1.1  

２ 
 【考えられる時間】１ 【考えられる時間を選んだ理由】５ と解答している

もの 
0.6  

３ 
 【考えられる時間】１ 【考えられる時間を選んだ理由】６ と解答している

もの 
0.6  

４ 
 【考えられる時間】２ 【考えられる時間を選んだ理由】４ と解答している

もの 
6.3  

５ 
 【考えられる時間】２ 【考えられる時間を選んだ理由】５ と解答している

もの 
9.1  

６ 
 【考えられる時間】２ 【考えられる時間を選んだ理由】６ と解答している

もの 
78.0 ◎ 

７ 
 【考えられる時間】３ 【考えられる時間を選んだ理由】４ と解答している

もの 
0.3  

８ 
 【考えられる時間】３ 【考えられる時間を選んだ理由】５ と解答している

もの 
1.3  

９ 
 【考えられる時間】３ 【考えられる時間を選んだ理由】６ と解答している

もの 
0.8  

99  上記以外の解答 1.0  

０  無解答 0.9  

 

  

赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いについて、【結果】や【問題に対する 

まとめ】を基に、他の条件での結果を予想して、表現することができるかどうかをみる。 
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 設問（3） 

趣旨 

 

 

■学習指導要領における区分・内容 

〔第４学年〕 Ｂ 生命・地球 
   (3) 雨水の行方と地面の様子について、流れ方やしみ込み方に着目して、それらと地面の

傾きや土の粒の大きさとを関係付けて調べる活動を通して、次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 

（ｲ）水のしみ込み方は、土の粒の大きさによって違いがあること。 

 

■枠組み（視点） 

構想 

 

１．解答類型と反応率 

問題番号 解 答 類 型 
反応率 

（％） 
正答 

１ （3） 
１ 

 【考えられる時間】１ 【考えられる時間を選んだ理由】４ と解答している

もの 
1.1  

２ 
 【考えられる時間】１ 【考えられる時間を選んだ理由】５ と解答している

もの 
0.6  

３ 
 【考えられる時間】１ 【考えられる時間を選んだ理由】６ と解答している

もの 
0.6  

４ 
 【考えられる時間】２ 【考えられる時間を選んだ理由】４ と解答している

もの 
6.3  

５ 
 【考えられる時間】２ 【考えられる時間を選んだ理由】５ と解答している

もの 
9.1  

６ 
 【考えられる時間】２ 【考えられる時間を選んだ理由】６ と解答している

もの 
78.0 ◎ 

７ 
 【考えられる時間】３ 【考えられる時間を選んだ理由】４ と解答している

もの 
0.3  

８ 
 【考えられる時間】３ 【考えられる時間を選んだ理由】５ と解答している

もの 
1.3  

９ 
 【考えられる時間】３ 【考えられる時間を選んだ理由】６ と解答している

もの 
0.8  

99  上記以外の解答 1.0  

０  無解答 0.9  

 

  

赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いについて、【結果】や【問題に対する 

まとめ】を基に、他の条件での結果を予想して、表現することができるかどうかをみる。 

２．分析結果と課題 
○ 本設問の正答率は 78.0％である。このように解答した児童は、水のしみ込み方の違いに  

ついて【結果】や【問題に対するまとめ】を基に、他の条件での結果を予想して、表現する 

ことができていると考えられる。 

 

○ 解答類型４、５、６の反応率の合計は 93.4％である。このように解答した児童は、【考え 

られる時間】について正しく選択できている。その中で、解答類型４、５の反応率の合計は

15.4％であり、このように解答した児童は、【考えられる時間を選んだ理由】について正しく

選択できていないことから、他の条件での結果を予想した理由について、表現することが  

できていないと考えられる。 

 

３．学習指導に当たって 
得られた結果を基に、規則性を見いだし、他の条件での結果を予想する 

○ 他の条件での結果を予想するためには、得られた結果を表やグラフで可視化し、規則性と

ともにその傾向について考えることが重要である。 

 指導に当たっては、得られた結果を処理するときに、表やグラフで結果を整理しながら、

条件を変えたときの数値を読み取り、それらの関係について考える学習場面を設定すること

が大切である。例えば、得られた結果の中の最大値と最小値を基に、その中間値を予想す

るといったように、得られた結果やまとめから規則性とともに傾向を見いだし、他の条

件の結果を予想することが考えられる。 
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コラム① 

 

 理科の学習指導の改善・充実に関する指導事例集 

  国立教育政策研究所では、平成 29 年３月に、理科の学習指導の改善・充実に向けたポイント

を 15分程度の映像にまとめた指導事例集「全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた理科

の学習指導の改善・充実に関する指導事例集（ＤＶＤ５枚組）」を、全国の小・中学校に配布し

ている。本事例集には、小学校６事例、中学校７事例に加え、資料編には各事例の解説書の他、

授業で活用できるワークシートや動画等のコンテンツも収録している。 

本事例集は各学校における理科を担当する先生はもとより、全ての先生方の研修の材料とし

て、また、各教育委員会における研修会等の資料として活用されることを想定して作成されて

いることから、映像資料、資料編、解説書を効果的に併せながら活用していただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典 国立教育政策研究所のウェブページ「全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた

理科の学習指導の改善・充実に関する指導事例集」 

https://www.nier.go.jp/sci_lead/index.html 
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理科２ 電気の性質を活用したものづくり（エネルギーに関する問題）
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理科２ 電気の性質を活用したものづくり（エネルギーに関する問題）
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出題の趣旨 

 

 

本問題では、電気の性質を利用して、相手に剣を先に当てたかを音や光で知らせている   

フェンシング競技に興味をもち、これまでに学習した電気の性質を利用してフェンシングの 

おもちゃをつくることについて話し合いをしている。その際、自分の剣を相手に当てたときに

ベルが鳴るようにする方法や工夫について科学的に探究し、問題を解決していく学習場面を設

定した。 

設問（1）は、電気を通す剣や磁石で引き付けられる板としておもちゃに使う適切な金属を  

考えるために、アルミニウム、鉄、銅について、電気を通すか、磁石に引き付けられるかなど、

それぞれの性質に当てはまるものを選ぶことができるかどうかを問うものである。ここでは、

身の回りの金属について、電気を通す物、磁石に引き付けられる物があることを理解している

ことが大切である。そのため、自然の事物・現象と知識を関係付けたり、知識を相互に関連付

けたりして、理解を深めることの大切さについて意識して授業を改善することが大切であると 

考えられる。 

設問（2）は、電気を通す物と通さない物でできた人形について、人形Ａの剣を人形Ｂに当て

たときだけ、ベルが鳴る回路を選ぶことができるかを問うものである。ここでは、電気の回路

のつくり方について、解決するための観察、実験の方法を発想し、表現することが求められる。

そのため、設定した目的を達成できるよう、自然の性質や規則性を適用したものづくりを行う

ことの重要性について意識して授業を改善することが大切であると考えられる。 

設問（3）は、ベルをたたく装置の電磁石について、電流がつくる磁力を強めるために、    

コイルの巻数の変え方を表現できるかを問うものである。ここでは、電流がつくる磁力につい

て、電磁石の強さは巻数によって変わることを知識として身に付けていることが求められる。

本設問にあるように、生きて働く知識を習得するためには、知識を他の学習や生活の場面でも

活用して、知識を概念的に理解することが大切である。そのため、観察、実験したことを、言

葉で説明したり、図に整理したりするなど、知識と関連付けて理解を深めることの重要性につ

いて意識して授業を改善することが大切であると考えられる。 

設問（4）は、乾電池２個のつなぎ方について、直列につなぎ、電磁石を強くできるものを構

想できるかを問うものである。ここでは、乾電池のつなぎ方について、直列つなぎ、並列つな

ぎの特徴を知識として身に付けていることが求められる。そのため、ものづくりでできた装置

を言葉や図に表現したり、言葉や図から装置を再構成したりするなどして、理解を深めること

の重要性について意識して授業を改善することが大切であると考えられる。 

 

  

自然の性質や規則性を適用したものづくりについて、学習したことを活用したり、 

解決の方法を発想したりしながら、問題を解決できるかどうかをみる。 
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出題の趣旨 

 

 

本問題では、電気の性質を利用して、相手に剣を先に当てたかを音や光で知らせている   

フェンシング競技に興味をもち、これまでに学習した電気の性質を利用してフェンシングの 

おもちゃをつくることについて話し合いをしている。その際、自分の剣を相手に当てたときに

ベルが鳴るようにする方法や工夫について科学的に探究し、問題を解決していく学習場面を設

定した。 

設問（1）は、電気を通す剣や磁石で引き付けられる板としておもちゃに使う適切な金属を  

考えるために、アルミニウム、鉄、銅について、電気を通すか、磁石に引き付けられるかなど、

それぞれの性質に当てはまるものを選ぶことができるかどうかを問うものである。ここでは、

身の回りの金属について、電気を通す物、磁石に引き付けられる物があることを理解している

ことが大切である。そのため、自然の事物・現象と知識を関係付けたり、知識を相互に関連付

けたりして、理解を深めることの大切さについて意識して授業を改善することが大切であると 

考えられる。 

設問（2）は、電気を通す物と通さない物でできた人形について、人形Ａの剣を人形Ｂに当て

たときだけ、ベルが鳴る回路を選ぶことができるかを問うものである。ここでは、電気の回路

のつくり方について、解決するための観察、実験の方法を発想し、表現することが求められる。

そのため、設定した目的を達成できるよう、自然の性質や規則性を適用したものづくりを行う

ことの重要性について意識して授業を改善することが大切であると考えられる。 

設問（3）は、ベルをたたく装置の電磁石について、電流がつくる磁力を強めるために、    

コイルの巻数の変え方を表現できるかを問うものである。ここでは、電流がつくる磁力につい

て、電磁石の強さは巻数によって変わることを知識として身に付けていることが求められる。

本設問にあるように、生きて働く知識を習得するためには、知識を他の学習や生活の場面でも

活用して、知識を概念的に理解することが大切である。そのため、観察、実験したことを、言

葉で説明したり、図に整理したりするなど、知識と関連付けて理解を深めることの重要性につ

いて意識して授業を改善することが大切であると考えられる。 

設問（4）は、乾電池２個のつなぎ方について、直列につなぎ、電磁石を強くできるものを構

想できるかを問うものである。ここでは、乾電池のつなぎ方について、直列つなぎ、並列つな

ぎの特徴を知識として身に付けていることが求められる。そのため、ものづくりでできた装置

を言葉や図に表現したり、言葉や図から装置を再構成したりするなどして、理解を深めること

の重要性について意識して授業を改善することが大切であると考えられる。 

 

  

自然の性質や規則性を適用したものづくりについて、学習したことを活用したり、 

解決の方法を発想したりしながら、問題を解決できるかどうかをみる。 

 

 設問（1） 

趣旨 

 

 

■学習指導要領における区分・内容 

〔第３学年〕 Ａ 物質・エネルギー 
(4) 磁石の性質について、磁石を身の回りの物に近付けたときの様子に着目して、それら

を比較しながら調べる活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 

（ｱ）磁石に引き付けられる物と引き付けられない物があること。また、磁石に近付ける

と磁石になる物があること。 

 
   (5) 電気の回路について、乾電池と豆電球などのつなぎ方と乾電池につないだ物の様子に

着目して、電気を通すときと通さないときのつなぎ方を比較しながら調べる活動を通して、

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 
（ｲ）電気を通す物と通さない物があること。 
 

■枠組み（視点） 

知識 

 

１．解答類型と反応率 

問題番号 解 答 類 型 
反応率 

（％） 
正答 

２ （1） １ アルミニウム １、鉄 １、銅 １  と解答しているもの 0.5  

２ アルミニウム １、鉄 １、銅 ２  と解答しているもの 2.3  

３ アルミニウム ２、鉄 １、銅 １  と解答しているもの 3.6  

４ アルミニウム ２、鉄 １、銅 ２  と解答しているもの 10.7 ◎ 

５ 鉄 ２               と解答しているもの 3.8  

６ 
アルミニウム、鉄、銅のいずれかに、３ または ４ と解答している

もの 
77.8  

99 上記以外の解答 0.7  

０ 無解答 0.6  

 

  

身の回りの金属について、電気を通す物、磁石に引き付けられる物があることの知識が

身に付いているかどうかをみる。 
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２．分析結果と課題 
○ 本設問の正答率は 10.7％である。このように解答しなかった児童は、電気を通す物と磁石

に引き付けられる物に関する知識が身に付いていないと考えられる。 

 

３．学習指導に当たって 
 学習内容の関係付けによる深い理解 

 ○ 学習した知識を身の回りで見られる事物・現象と関係付けたり、様々な内容で習得した  

知識を整理したりして、物質の性質に関する理解を深めることが大切である。 

指導に当たっては、例えば、第３学年「Ａ(4)磁石の性質」ア(ｱ)において、磁石に引き付

けられる物と引き付けられない物を調べる際に、第３学年「Ａ(5)電気の通り道」ア(ｲ)での

実験の結果を振り返りながら、物質の性質に着目して整理する学習活動が考えられる。 

 

 

 

  

指導に当たっての留意点 

「磁石の性質」と「電気の通り道」では、鉄、アルミニウム、ガラス、木など、同じ       

対象物を用いて学習することが多い。それぞれの内容で習得した知識を物ごとに整理し、ま

とめるなどして、物質の性質について理解を深めるようにするとよい。 
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２．分析結果と課題 
○ 本設問の正答率は 10.7％である。このように解答しなかった児童は、電気を通す物と磁石

に引き付けられる物に関する知識が身に付いていないと考えられる。 

 

３．学習指導に当たって 
 学習内容の関係付けによる深い理解 

 ○ 学習した知識を身の回りで見られる事物・現象と関係付けたり、様々な内容で習得した  

知識を整理したりして、物質の性質に関する理解を深めることが大切である。 

指導に当たっては、例えば、第３学年「Ａ(4)磁石の性質」ア(ｱ)において、磁石に引き付

けられる物と引き付けられない物を調べる際に、第３学年「Ａ(5)電気の通り道」ア(ｲ)での

実験の結果を振り返りながら、物質の性質に着目して整理する学習活動が考えられる。 

 

 

 

  

指導に当たっての留意点 

「磁石の性質」と「電気の通り道」では、鉄、アルミニウム、ガラス、木など、同じ       

対象物を用いて学習することが多い。それぞれの内容で習得した知識を物ごとに整理し、ま

とめるなどして、物質の性質について理解を深めるようにするとよい。 

 設問（2） 

趣旨 

 

 

■学習指導要領における区分・内容 

〔第３学年〕 Ａ 物質・エネルギー 
   (5) 電気の回路について、乾電池と豆電球などのつなぎ方と乾電池につないだ物の様子に

着目して、電気を通すときと通さないときのつなぎ方を比較しながら調べる活動を通して、

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 
（ｱ）電気を通すつなぎ方と通さないつなぎ方があること。 
（ｲ）電気を通す物と電気を通さない物があること。 

 

■枠組み（視点） 

構想 

 

１．解答類型と反応率 

問題番号 解 答 類 型 
反応率 

（％） 
正答 

２ （2） １  １  と解答しているもの 7.2  

２  ２  と解答しているもの 18.8  

３  ３  と解答しているもの 30.0  

４  ４  と解答しているもの 43.1 ◎ 

99  上記以外の解答 0.3  

０  無解答 0.6   

 

  

電気の回路のつくり方について、実験の方法を発想し、表現することができるかどうか

をみる。 

－37－



２．分析結果と課題 
○ 本設問の正答率は 43.1％である。このように解答しなかった児童は、電気が通る回路の  

つくり方に関して理解し、表現することができていないと考えられる。 

  

○ 解答類型２、３の反応率の合計は 48.8％である。このように解答した児童は、人形Ａと  

人形Ｂを含む回路を構想することができている。しかし、「電気を通さない持ち手」が回路の

一部に含まれることで、回路の一部が切れて電気が通らないということを理解し、表現する

ことができていないと考えられる。 

   

３．学習指導に当たって 
 学習で得た知識を活用し、考え・試し・見直すものづくり 

 ○ ものづくりの活動では、解決したい問題を見いだすことや、学習を通して得た知識を活用

して、理解を深めることが大切である。また、児童が明確な目的を設定し、設定した目的を

達成できているかを振り返り、修正するといった活動の充実を図ることで、学んだことの意

義を実感できるようにすることが重要である。 

指導に当たっては、例えば、児童が既習の内容から目的を設定し、その目的を達成するた

めにものづくりを行っていく過程で、条件を制御しながらデータを計測しつつ修正するとい

った活動の充実を図る。そして、ものづくりの活動を振り返り、既習の内容を生かしながら

ものづくりができたことを自覚できるようにする学習活動が考えられる。 
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２．分析結果と課題 
○ 本設問の正答率は 43.1％である。このように解答しなかった児童は、電気が通る回路の  

つくり方に関して理解し、表現することができていないと考えられる。 

  

○ 解答類型２、３の反応率の合計は 48.8％である。このように解答した児童は、人形Ａと  

人形Ｂを含む回路を構想することができている。しかし、「電気を通さない持ち手」が回路の

一部に含まれることで、回路の一部が切れて電気が通らないということを理解し、表現する

ことができていないと考えられる。 

   

３．学習指導に当たって 
 学習で得た知識を活用し、考え・試し・見直すものづくり 

 ○ ものづくりの活動では、解決したい問題を見いだすことや、学習を通して得た知識を活用

して、理解を深めることが大切である。また、児童が明確な目的を設定し、設定した目的を

達成できているかを振り返り、修正するといった活動の充実を図ることで、学んだことの意

義を実感できるようにすることが重要である。 

指導に当たっては、例えば、児童が既習の内容から目的を設定し、その目的を達成するた

めにものづくりを行っていく過程で、条件を制御しながらデータを計測しつつ修正するとい

った活動の充実を図る。そして、ものづくりの活動を振り返り、既習の内容を生かしながら

ものづくりができたことを自覚できるようにする学習活動が考えられる。 

 

  

 設問（3） 

趣旨 

 

 

■学習指導要領における区分・内容 

〔第５学年〕 Ａ 物質・エネルギー 
   (3) 電流がつくる磁力について、電流の大きさや向き、コイルの巻数などに着目して、

それらの条件を制御しながら調べる活動を通して、次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 
ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 
（ｲ）電磁石の強さは、電流の大きさや導線の巻数によって変わること。 

 

■枠組み（視点） 

知識 

 

１．解答類型と反応率 

問題番号 解 答 類 型 
反応率 

（％） 
正答 

２ （3） １  多くする、増やす     という趣旨で解答しているもの 78.1 ◎ 

２  少なくする、減らす    という趣旨で解答しているもの 0.4  

３ 強くする、弱くする    という趣旨で解答しているもの 0.1  

４ 
どのように変えるかという具体的な表現ではなく、 

単に「変える」      という趣旨で解答しているもの 
1.0  

99  上記以外の解答 17.6  

０  無解答 2.7   

 

  

電流がつくる磁力について、電磁石の強さは巻数によって変わることの知識が身に付いて

いるかどうかをみる。 
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２．分析結果と課題 
○ 本設問の正答率は 78.1％である。このように解答した児童は、電流がつくる磁力について、

電磁石の強さは巻数によって変わることが知識として身に付いていると考えられる。 

 

○ 解答類型３、４、99の反応率の合計は 18.7％である。このように解答した児童は、操作と

それに伴う現象との関係を言葉で表現することができていないと考えられる。 

 

３．学習指導に当たって 
 見て、考えて、言葉で表現することを通したより深い理解 

 ○ 観察、実験の結果や結論を、図に整理したり、言葉で説明したりするなど、知識と関係付

けて理解を深めることが、引き続き大切である。 

指導に当たっては、例えば、電磁石の強さは、電流の大きさや導線の巻数によって変わる

ことを考察する際に、「巻数を増やす」などの条件を表す言葉や、「電磁石が強くなる」など

の現象を表す言葉を使い分けて説明する学習活動が考えられる。 
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２．分析結果と課題 
○ 本設問の正答率は 78.1％である。このように解答した児童は、電流がつくる磁力について、

電磁石の強さは巻数によって変わることが知識として身に付いていると考えられる。 

 

○ 解答類型３、４、99の反応率の合計は 18.7％である。このように解答した児童は、操作と

それに伴う現象との関係を言葉で表現することができていないと考えられる。 

 

３．学習指導に当たって 
 見て、考えて、言葉で表現することを通したより深い理解 

 ○ 観察、実験の結果や結論を、図に整理したり、言葉で説明したりするなど、知識と関係付

けて理解を深めることが、引き続き大切である。 

指導に当たっては、例えば、電磁石の強さは、電流の大きさや導線の巻数によって変わる

ことを考察する際に、「巻数を増やす」などの条件を表す言葉や、「電磁石が強くなる」など

の現象を表す言葉を使い分けて説明する学習活動が考えられる。 

 

 

  

 設問（4） 

趣旨 

 

 

■学習指導要領における区分・内容 

〔第４学年〕 Ａ 物質・エネルギー 
   (3) 電流の働きについて、電流の大きさや向きと乾電池につないだ物の様子に着目して、

それらを関係付けて調べる活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導

する。 
ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 
（ｱ）乾電池の数やつなぎ方を変えると、電流の大きさや向きが変わり、豆電球の明るさや

モーターの回り方が変わること。 
 

■枠組み（視点） 

知識 

 

１．解答類型と反応率 

問題番号 解 答 類 型 
反応率 

（％） 
正答 

２ （4） １  １  と解答しているもの 55.3 ◎ 

２  ２  と解答しているもの 25.4  

３  ３  と解答しているもの 8.9  

４  ４  と解答しているもの 9.4  

99  上記以外の解答 0.1  

０  無解答 0.8  

 

  

乾電池のつなぎ方について、直列つなぎに関する知識が身に付いているかどうかを 

みる。 
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２．分析結果と課題 
○ 本設問の正答率は 55.3％である。このように解答した児童は、乾電池の直列つなぎの特徴

を理解していると考えられる。 

 

○ 解答類型２の反応率は 25.4％である。このように解答した児童は、並列つなぎの特徴と図

を関係付けて捉えることに課題があると考えられる。 

 

○ 解答類型４の反応率は 9.4％である。このように解答した児童は、並列つなぎの正しいつな

ぎ方は理解しているが、直列つなぎと並列つなぎの特徴と図を関係付けて捉えることに課題

があると考えられる。 

 

○ 平成 27年度１(5)イでは、本設問と同様の内容を出題し、「乾電池の正しいつなぎ方やその

特徴を捉えること」に課題があると指摘している（正答率 66.3％）。本設問では、正答率が

55.3％であることから、前回に引き続き課題があると考えられる。 

 

 

３．学習指導に当たって 
「ものづくり」と「言葉や図での表現」との往還でより深い理解 

 ○ ものづくりでできた装置を言葉や図に表現したり、言葉や図から装置を再構成したりする

などして、学習を通して得た知識の理解を深めることが大切である。 

指導に当たっては、例えば、ものづくりでできた装置を図で表現したり、設定した目的を

達成できているかを振り返り、修正したりする学習活動が考えられる。 

 

 （参照） 

「平成 27年度【小学校】報告書」pp.33-35 

https://www.nier.go.jp/15chousakekkahoukoku/report/data/psci.pdf#page=37 

 

 

本問全体の学習指導に当たって 

 ものづくりの活動を通して深まる学び 

○ ものづくりの活動は、問題解決の活動の一形態である。児童が明確な目的を設定し、その

目的を達成するために行う活動であり、設定した目的を達成できているかを振り返り、修正

するといった活動が大切である。 

例えば、本問のように「磁石の性質」と「電気の通り道」など複数の内容を生かした    

ものづくりの活動をする場合は、児童がつくりたいものを構想する前に、それぞれの内容で

習得した知識を整理してまとめるとよい。 

つくったものを動かし、構想したとおりになっているかを振り返り、修正するといった  

ものづくりの活動を通して、知識と知識、知識と具体物とを相互に関係付けて意味を捉える

ようにすることで、学習内容を深く理解することができると考えられる。 
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２．分析結果と課題 
○ 本設問の正答率は 55.3％である。このように解答した児童は、乾電池の直列つなぎの特徴

を理解していると考えられる。 

 

○ 解答類型２の反応率は 25.4％である。このように解答した児童は、並列つなぎの特徴と図

を関係付けて捉えることに課題があると考えられる。 

 

○ 解答類型４の反応率は 9.4％である。このように解答した児童は、並列つなぎの正しいつな

ぎ方は理解しているが、直列つなぎと並列つなぎの特徴と図を関係付けて捉えることに課題

があると考えられる。 

 

○ 平成 27年度１(5)イでは、本設問と同様の内容を出題し、「乾電池の正しいつなぎ方やその

特徴を捉えること」に課題があると指摘している（正答率 66.3％）。本設問では、正答率が

55.3％であることから、前回に引き続き課題があると考えられる。 

 

 

３．学習指導に当たって 
「ものづくり」と「言葉や図での表現」との往還でより深い理解 

 ○ ものづくりでできた装置を言葉や図に表現したり、言葉や図から装置を再構成したりする

などして、学習を通して得た知識の理解を深めることが大切である。 

指導に当たっては、例えば、ものづくりでできた装置を図で表現したり、設定した目的を

達成できているかを振り返り、修正したりする学習活動が考えられる。 

 

 （参照） 

「平成 27年度【小学校】報告書」pp.33-35 

https://www.nier.go.jp/15chousakekkahoukoku/report/data/psci.pdf#page=37 

 

 

本問全体の学習指導に当たって 

 ものづくりの活動を通して深まる学び 

○ ものづくりの活動は、問題解決の活動の一形態である。児童が明確な目的を設定し、その

目的を達成するために行う活動であり、設定した目的を達成できているかを振り返り、修正

するといった活動が大切である。 

例えば、本問のように「磁石の性質」と「電気の通り道」など複数の内容を生かした    

ものづくりの活動をする場合は、児童がつくりたいものを構想する前に、それぞれの内容で

習得した知識を整理してまとめるとよい。 

つくったものを動かし、構想したとおりになっているかを振り返り、修正するといった  

ものづくりの活動を通して、知識と知識、知識と具体物とを相互に関係付けて意味を捉える

ようにすることで、学習内容を深く理解することができると考えられる。 

 

コラム② 

 

 理科映像指導事例集の紹介 

  国立教育政策研究所のウェブページ「理科映像指導事例集」では、平成 30年度全国学力・学

習状況調査において明らかになった課題を踏まえ、理科の学習指導の改善・充実のポイントを

15 分程度の授業のダイジェスト映像に編集し、小学校６事例、中学校６事例を公開している。

また、各事例の概要や学習指導案、授業で使用した教材等の紹介、指導の工夫などを指導事例

集として掲載している。 

調査問題を振り返りながら、課題の解決に向けた授業づくりに活用していただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典 国立教育政策研究所のウェブページ「理科映像指導事例集」 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou/rika/r01.html 
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理科３ 花のつくりや受粉、発芽の条件（生命に関する問題） 
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理科３ 花のつくりや受粉、発芽の条件（生命に関する問題） 
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出題の趣旨 

 

 

本問題では、ヘチマの花のつくりについて調べている過程で、インゲンマメの発芽の条件に

ついて調べたことを思いだし、ヘチマやレタスの発芽に興味をもち、発芽の条件について話合い

をしている。その際、変える条件と変えない条件を制御した観察、実験の結果から発芽に必要

な条件を思考していくための実験の計画を構想し、問題解決していく学習場面を設定した。 

設問（1）は、ヘチマの花のおしべとめしべ、受粉についての知識が身に付いているかどうか

を問うものである。本設問にあるように、知識を他の学習や生活の場面でも活用できる程度に

理解することが大切である。そのため、観察や実験したことについて、図に整理したり、関連

する用語をまとめたりしながら、知識が身に付くように意識して授業を改善することが大切で

あると考えられる。 

設問（2）は、ヘチマの花粉を顕微鏡で観察するとき、適切な像にするための顕微鏡に関する

操作の技能が身に付いているかどうかを問うものである。本設問にあるように、観察、実験に

おいて扱う器具や機器などを適切に操作する技能を身に付けることは大切である。そのため、

適切な操作について理解するとともに、操作する体験を通して技能を身に付けることの重要性

について、意識して授業を改善することが大切であると考えられる。 

設問（3）は、ヘチマの種子が発芽する条件を調べる実験において、条件を制御した観察、   

実験の方法を計画することができるかどうかを問うものである。ここでは、発芽するために  

必要な条件について、実験の条件を制御した実験の方法を発想し、表現することが求められる。

本設問にあるように、発芽に関する要因を挙げ、その要因を変える条件と変えない条件に区別

しながら、予想や仮説を基に解決するための観察、実験の方法を計画することが大切である。

そのため、変える条件と変えない条件を整理しながら解決の方法を考えることの重要性について、

意識して授業を改善することが大切であると考えられる。 

設問（4）は、レタスの種子の発芽の結果から、てるみさんの気付きを基に、見いだした問題

について表現できるかどうかを問うものである。本設問にあるように、自然の事物・現象を  

比較し、差異点や共通点を基に問題を見いだし、表現することが大切である。そのため、複数の

自然の事物・現象を比較し、差異点や共通点を捉え、新たな問題を見いだしていくことの重要

性について意識して授業を改善することが大切であると考えられる。 

 

  

花のつくりや受粉について理解できているか、発芽の条件について解決の方法を発想 

しながら問題を解決できるかどうかをみる。 
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出題の趣旨 

 

 

本問題では、ヘチマの花のつくりについて調べている過程で、インゲンマメの発芽の条件に

ついて調べたことを思いだし、ヘチマやレタスの発芽に興味をもち、発芽の条件について話合い

をしている。その際、変える条件と変えない条件を制御した観察、実験の結果から発芽に必要

な条件を思考していくための実験の計画を構想し、問題解決していく学習場面を設定した。 

設問（1）は、ヘチマの花のおしべとめしべ、受粉についての知識が身に付いているかどうか

を問うものである。本設問にあるように、知識を他の学習や生活の場面でも活用できる程度に

理解することが大切である。そのため、観察や実験したことについて、図に整理したり、関連

する用語をまとめたりしながら、知識が身に付くように意識して授業を改善することが大切で

あると考えられる。 

設問（2）は、ヘチマの花粉を顕微鏡で観察するとき、適切な像にするための顕微鏡に関する

操作の技能が身に付いているかどうかを問うものである。本設問にあるように、観察、実験に

おいて扱う器具や機器などを適切に操作する技能を身に付けることは大切である。そのため、

適切な操作について理解するとともに、操作する体験を通して技能を身に付けることの重要性

について、意識して授業を改善することが大切であると考えられる。 

設問（3）は、ヘチマの種子が発芽する条件を調べる実験において、条件を制御した観察、   

実験の方法を計画することができるかどうかを問うものである。ここでは、発芽するために  

必要な条件について、実験の条件を制御した実験の方法を発想し、表現することが求められる。

本設問にあるように、発芽に関する要因を挙げ、その要因を変える条件と変えない条件に区別

しながら、予想や仮説を基に解決するための観察、実験の方法を計画することが大切である。

そのため、変える条件と変えない条件を整理しながら解決の方法を考えることの重要性について、

意識して授業を改善することが大切であると考えられる。 

設問（4）は、レタスの種子の発芽の結果から、てるみさんの気付きを基に、見いだした問題

について表現できるかどうかを問うものである。本設問にあるように、自然の事物・現象を  

比較し、差異点や共通点を基に問題を見いだし、表現することが大切である。そのため、複数の

自然の事物・現象を比較し、差異点や共通点を捉え、新たな問題を見いだしていくことの重要

性について意識して授業を改善することが大切であると考えられる。 

 

  

花のつくりや受粉について理解できているか、発芽の条件について解決の方法を発想 

しながら問題を解決できるかどうかをみる。 

 

 設問（1） 

趣旨 

 

 

■学習指導要領における区分・内容 

〔第５学年〕 Ｂ 生命・地球 

   (1) 植物の育ち方について、発芽、成長及び結実の様子に着目して、それらに関わる条件

を制御しながら調べる活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 

（ｴ）花にはおしべやめしべなどがあり、花粉がめしべの先に付くとめしべのもとが実

になり、実の中に種子ができること。 

 

■枠組み（視点） 

知識 

 

１．解答類型と反応率 

問題番号 解 答 類 型 
反応率 

（％） 
正答 

３ （1） 
１ 

おしべ イ、        めしべ カ 

「花粉がめしべの先につく」 受粉    と解答しているもの 
70.8 ◎ 

２ 
おしべ イ、        めしべ カ以外 

「花粉がめしべの先につく」 受粉    と解答しているもの 
1.2  

３ 
おしべ イ以外、      めしべ カ 

「花粉がめしべの先につく」 受粉    と解答しているもの 
0.8  

４ 
おしべ イ以外、      めしべ カ以外 

「花粉がめしべの先につく」 受粉    と解答しているもの 
1.8  

５ 
おしべ イ、        めしべ カ 

「花粉がめしべの先につく」 受粉以外  と解答しているもの 
16.5  

６ 
おしべ イ、        めしべ カ以外 

「花粉がめしべの先につく」 受粉以外  と解答しているもの 
2.1  

７ 
おしべ イ以外、      めしべ カ 

「花粉がめしべの先につく」 受粉以外  と解答しているもの 
0.9  

８ 
おしべ イ以外、      めしべ カ以外 

「花粉がめしべの先につく」 受粉以外  と解答しているもの 
4.0  

99 上記以外の解答 0.3  

０ 無解答 1.5  

  

ヘチマの花のつくりや受粉についての知識が身に付いているかどうかをみる。科学的 
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２．分析結果と課題 
○ 本設問の正答率は 70.8％である。このように解答した児童は、花のつくりや受粉について

の知識が身に付いていると考えられる。 

 

○ 解答類型５、６、７、８の反応率の合計は 23.5％である。このように解答した児童は、   

花粉がめしべの先につくことを受粉という言葉で説明できていない。その中で、解答類型５

の反応率は 16.5％である。おしべとめしべの部位と名称は分かっているが、花粉がめしべの

先につくことを受粉ということが知識として身に付いていないと考えられる。 

 

３．学習指導に当たって 
 考えたことを科学的な言葉を使用して表現する活動の充実 

 ○ 理科では、科学的な言葉を使うことが重要である。 
   指導に当たっては、科学的な言葉を使って説明する場面を設定することが大切である。  

例えば、花のつくりを観察するときに、図鑑などと照らし合わせておしべやめしべの部位と

名称を説明する学習活動、さらに、複数の種類の花を観察し、その共通点としておしべとめ

しべを見つける学習活動が考えられる。 

受粉について調べる実験を行う際には、受粉という言葉を使いながら説明するように指導

すること、また、受粉という科学的な言葉を使って学習のまとめをすることが考えられる。 
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２．分析結果と課題 
○ 本設問の正答率は 70.8％である。このように解答した児童は、花のつくりや受粉について

の知識が身に付いていると考えられる。 

 

○ 解答類型５、６、７、８の反応率の合計は 23.5％である。このように解答した児童は、   

花粉がめしべの先につくことを受粉という言葉で説明できていない。その中で、解答類型５

の反応率は 16.5％である。おしべとめしべの部位と名称は分かっているが、花粉がめしべの

先につくことを受粉ということが知識として身に付いていないと考えられる。 

 

３．学習指導に当たって 
 考えたことを科学的な言葉を使用して表現する活動の充実 

 ○ 理科では、科学的な言葉を使うことが重要である。 
   指導に当たっては、科学的な言葉を使って説明する場面を設定することが大切である。  

例えば、花のつくりを観察するときに、図鑑などと照らし合わせておしべやめしべの部位と

名称を説明する学習活動、さらに、複数の種類の花を観察し、その共通点としておしべとめ

しべを見つける学習活動が考えられる。 

受粉について調べる実験を行う際には、受粉という言葉を使いながら説明するように指導

すること、また、受粉という科学的な言葉を使って学習のまとめをすることが考えられる。 

  

 設問（2） 

趣旨 

 

 

■学習指導要領における区分・内容 

〔第５学年〕 Ｂ 生命・地球 
   (1) 植物の育ち方について、発芽、成長及び結実の様子に着目して、それらに関わる条件

を制御しながら調べる活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 

 
■枠組み（視点） 

技能 

 

１．解答類型と反応率 

問題番号 解 答 類 型 
反応率 

（％） 
正答 

３ （2） 
１ 

 キ ２            ク ４     

と解答しているもの 
45.7 ◎ 

２ 
 キ ２            ク １、２、３のいずれか 

  と解答しているもの 
40.0  

３ 
 キ １、３、４ のいずれか  ク ４     

と解答しているもの 
2.5  

４ 
 キ １、３、４ のいずれか、 ク １、２、３のいずれか 

  と解答しているもの 
10.7  

99  上記以外の解答 0.3  

０  無解答 0.8  

 

  

顕微鏡を操作し、適切な像にするための技能が身に付いているかどうかをみる。 
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２．分析結果と課題 
○ 本設問の正答率は 45.7％である。このように解答しなかった児童は、顕微鏡を操作し、  

適切な像にするための技能が身に付いていないと考えられる。 

 

○ 解答類型１、２の反応率の合計は 85.7％である。このように解答した児童は、キで像を移

動させるためにプレパラートを動かすことを正しく選択している。 

一方、解答類型１、３の反応率の合計は 48.2％である。このように解答した児童は、クで

像のピントを合わせるために調節ねじを回す操作について正しく選択している。 

このことから、顕微鏡を操作して適切な像にするために、ピントを合わせる操作の技能が

身に付いていないと考えられる。 

 

○ 平成 27 年度２(4)では、本設問にあるクと同様の内容を出題し、「顕微鏡の適切な操作方法

を身に付けること」に課題があると指摘している（正答率 38.1％）。本設問では、正答率が

45.7％であることから、前回と比較して改善の傾向が見られるが、引き続き課題があると  

考えられる。 

 

３．学習指導に当たって 
 操作の意味を理解し、観察、実験などに関する技能を身に付けることができるようにする 

 ○ １つ１つの操作の意味を理解し、観察、実験などに関する基本的な技能を身に付けること

は、観察、実験を安全に行うことやよりよい結果を得るために大切である。 

 指導に当たっては、例えば、顕微鏡を操作する場面において、操作方法や手順をただ覚え

るだけではなく、「像が視野の中心にない」「ピントが合っていない」などの状態のとき、   

状態によってどのように操作すれば必要な像が得られるのかなど、様々な状態を想定して実

際に操作する学習活動が考えられる。実際に操作する学習活動では、適切に操作することを

目的とし、観察する対象物を複数にするなど、顕微鏡を実際に操作する機会を増やすことが

考えられる。 

 また、日常的に観察する機会を増やすことができるよう、理科室だけではなく教室にも  

顕微鏡コーナーを設置するなどして安全を確保した上で、随時観察できる環境をつくるなど

の工夫を行っていくことが考えられる。 

 

 （参照） 
「平成 27年度【小学校】報告書」p.42 

https://www.nier.go.jp/15chousakekkahoukoku/report/data/psci.pdf#page=46 
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２．分析結果と課題 
○ 本設問の正答率は 45.7％である。このように解答しなかった児童は、顕微鏡を操作し、  

適切な像にするための技能が身に付いていないと考えられる。 

 

○ 解答類型１、２の反応率の合計は 85.7％である。このように解答した児童は、キで像を移

動させるためにプレパラートを動かすことを正しく選択している。 

一方、解答類型１、３の反応率の合計は 48.2％である。このように解答した児童は、クで

像のピントを合わせるために調節ねじを回す操作について正しく選択している。 

このことから、顕微鏡を操作して適切な像にするために、ピントを合わせる操作の技能が

身に付いていないと考えられる。 

 

○ 平成 27年度２(4)では、本設問にあるクと同様の内容を出題し、「顕微鏡の適切な操作方法

を身に付けること」に課題があると指摘している（正答率 38.1％）。本設問では、正答率が

45.7％であることから、前回と比較して改善の傾向が見られるが、引き続き課題があると  

考えられる。 

 

３．学習指導に当たって 
 操作の意味を理解し、観察、実験などに関する技能を身に付けることができるようにする 

 ○ １つ１つの操作の意味を理解し、観察、実験などに関する基本的な技能を身に付けること

は、観察、実験を安全に行うことやよりよい結果を得るために大切である。 

 指導に当たっては、例えば、顕微鏡を操作する場面において、操作方法や手順をただ覚え

るだけではなく、「像が視野の中心にない」「ピントが合っていない」などの状態のとき、   

状態によってどのように操作すれば必要な像が得られるのかなど、様々な状態を想定して実

際に操作する学習活動が考えられる。実際に操作する学習活動では、適切に操作することを

目的とし、観察する対象物を複数にするなど、顕微鏡を実際に操作する機会を増やすことが

考えられる。 

 また、日常的に観察する機会を増やすことができるよう、理科室だけではなく教室にも  

顕微鏡コーナーを設置するなどして安全を確保した上で、随時観察できる環境をつくるなど

の工夫を行っていくことが考えられる。 

 

 （参照） 
「平成 27年度【小学校】報告書」p.42 

https://www.nier.go.jp/15chousakekkahoukoku/report/data/psci.pdf#page=46 

 

 

  

 設問（3） 

趣旨 

 

 

■学習指導要領における区分・内容 

〔第５学年〕 Ｂ 生命・地球 
   (1) 植物の育ち方について、発芽、成長及び結実の様子に着目して、それらに関わる条件

を制御しながら調べる活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 

（ｲ）植物の発芽には、水、空気及び温度が関係していること。 

 

■枠組み（視点） 

構想 

 

１．解答類型と反応率 

問題番号 解 答 類 型 
反応率 

（％） 
正答 

３ （3） １ １、２（順不同）と解答しているもの 62.2 ◎ 

２ １、３（順不同）と解答しているもの 5.7  

３ １、４（順不同）と解答しているもの 7.6  

４ ２、３（順不同）と解答しているもの 5.0  

５ ２、４（順不同）と解答しているもの 14.5  

６ ３、４（順不同）と解答しているもの 2.8  

７ 
 １、１  ２、２  ３、３  ４、４  のいずれかを解答している

もの 
0.1  

99  上記以外の解答 0.4  

０  無解答 1.7  

 

  

発芽するために必要な条件について、実験の条件を制御した解決の方法を発想し、表現

することができるかどうかをみる。 

－51－



２．分析結果と課題 
○ 本設問の正答率は 62.2％である。このように解答した児童は、実験の条件を制御した解決

の方法を発想し、表現することは、おおむねできていると考えられる。 

 

○ 解答類型２、３の反応率の合計は 13.3％である。このように解答した児童は、変える条件

を１つにした実験を計画できているが、適した温度（室温）が発芽の条件であることを確か

める実験となっていないため、発芽するために必要な条件を正しく制御した解決の方法を発

想できていないと考えられる。 

 

〇 解答類型５の反応率は 14.5％である。このように解答した児童は、変える条件を複数にし

た実験を計画しており、発芽するために必要な条件を正しく制御した解決の方法を発想でき

ていないと考えられる。 

 

 

３．学習指導に当たって 
 条件を制御した観察、実験の計画 

 ○ 自然の事物・現象に影響を与えると考えられる要因を予想し、その要因を変える条件と  

変えない条件に区別しながら、予想や仮説を基に解決するための実験の方法を計画すること

は大切である。 

 指導に当たっては、予想や仮説を基に、実験に関する全ての条件を明確にした上で、どの

条件を変える必要があるかを検討したり、他の条件は全て同じになっているかを確認したり

することが大切である。例えば、本設問のように、実験に関する条件が多いとき、温度を   

変えることを意図していても、結果として日光と温度の２つの条件が異なる実験方法になっ

ていることがある。図や表などに整理したり、実験前に計画を見直したりして、検証したい

条件のみが変わっているかを確認する学習活動が考えられる。 
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２．分析結果と課題 
○ 本設問の正答率は 62.2％である。このように解答した児童は、実験の条件を制御した解決

の方法を発想し、表現することは、おおむねできていると考えられる。 

 

○ 解答類型２、３の反応率の合計は 13.3％である。このように解答した児童は、変える条件

を１つにした実験を計画できているが、適した温度（室温）が発芽の条件であることを確か

める実験となっていないため、発芽するために必要な条件を正しく制御した解決の方法を発

想できていないと考えられる。 

 

〇 解答類型５の反応率は 14.5％である。このように解答した児童は、変える条件を複数にし

た実験を計画しており、発芽するために必要な条件を正しく制御した解決の方法を発想でき

ていないと考えられる。 

 

 

３．学習指導に当たって 
 条件を制御した観察、実験の計画 

 ○ 自然の事物・現象に影響を与えると考えられる要因を予想し、その要因を変える条件と  

変えない条件に区別しながら、予想や仮説を基に解決するための実験の方法を計画すること

は大切である。 

 指導に当たっては、予想や仮説を基に、実験に関する全ての条件を明確にした上で、どの

条件を変える必要があるかを検討したり、他の条件は全て同じになっているかを確認したり

することが大切である。例えば、本設問のように、実験に関する条件が多いとき、温度を   

変えることを意図していても、結果として日光と温度の２つの条件が異なる実験方法になっ

ていることがある。図や表などに整理したり、実験前に計画を見直したりして、検証したい

条件のみが変わっているかを確認する学習活動が考えられる。 

 

  

 設問（4） 

趣旨 

 

 

■学習指導要領における区分・内容 

〔第５学年〕 Ｂ 生命・地球 
   (1) 植物の育ち方について、発芽、成長及び結実の様子に着目して、それらに関わる条件

を制御しながら調べる活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 植物の育ち方について追究する中で、植物の発芽、成長及び結実とそれらに関わる

条件についての予想や仮説を基に、解決の方法を発想し、表現すること。 

 

■枠組み（視点） 

分析・解釈 

 

１．解答類型と反応率 

問題番号 解 答 類 型 
反応率 

（％） 
正答 

３ （4） （正答の条件） 

 以下の①、②の全てを記述している。 

① <条件>から、日光または肥料について、１つ選んで記述して 

いるもの 

② レタスの発芽に関し、疑問を示す趣旨で記述しているもの 

（正答例） 

  レタスの種子が発芽するために、日光は必要なのだろうか。 

  

 

  

１ 
 ①について日光もしくは肥料の条件から１つ選び、②を記述して

いるもの 
28.2 ◎ 

２ 

①について日光もしくは肥料の条件から１つ選び、②について「調べ

よう」、「やってみよう」、「試してみよう」など行為を目的とする趣旨で

記述しているもの 

1.8 ○ 

３ 
 ①について水、空気、温度のいずれかの条件から１つ選び、②を記述

しているもの 
0.6  

４ 

①について水、空気、温度のいずれかの条件から１つ選び、②に

ついて「調べよう」、「やってみよう」、「試してみよう」など行為を

目的とする趣旨で記述しているもの 

0.0  

５ 
①についてまだ調べていないことを事実として、②について記述して

いるもの 
0.5  

６  ①について記述しているが、②に関する記述がないもの 31.4  

99  上記以外の解答 26.1  

０  無解答 11.4  

  

レタスの種子の発芽の条件について、差異点や共通点を基に、新たな問題を見いだし、

表現することができるかどうかをみる。 
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２．分析結果と課題 
○ 本設問の正答率は 30.0％である。このように解答しなかった児童は、レタスの種子の発芽

の条件について、既習の植物の発芽の条件との差異点や共通点を基に、新たな問題を見いだ

し、表現することができていないと考えられる。 

 

〇 令和４年度【小学校】理科２(4)では、「砂糖水を凍らせた物が水に沈んだという情報を、

自分や他者の気付きを基に分析して、解釈し、適切な問題を見いだし記述すること」に課題

があると指摘している（正答率 39.4％）。本設問では、正答率が 30.0％であることから引き

続き課題があると考えられる。 

 

○ 解答類型６の反応率は 31.4％である。具体例としては、以下のようなものがある。 

このように解答した児童は、「日光」や「肥料」という具体的な条件に着目できている   

ものの、レタスの種子の発芽に関する問題として適切に表現することができていないと考え

られる。 

 

 

３．学習指導に当たって 
 差異点や共通点を基に、具体的な条件に着目し、問題を見いだすことができるようにする 

 ○ 自然の事物・現象に働きかけて得た事実に基づいて、問題を見いだすことができるように

するためには、事実を比較し、差異点や共通点を捉えることができるようにすることが重要

である。 

   指導に当たっては、観察、実験の結果を比較して、差異点や共通点を基に、具体的な条件

に着目した問題を見いだす場面を設定することが考えられる。例えば、「発芽するために必要

な養分はどこからくるのだろうか」という問題を見いだし、インゲンマメの種子が発芽した

後の様子を観察する。発芽する前と後のインゲンマメの種子にヨウ素液をつけ、でんぷん反

応を確認し、発芽した後の種子からはでんぷん反応がないことから、「インゲンマメが成長す

るためには、肥料や日光が必要なのだろうか」という問題を見いだすことが考えられる。 

 

 （参照） 

「令和４年度【小学校】報告書」pp.42-45 

https://www.nier.go.jp/22chousakekkahoukoku/report/data/22psci.pdf#page=45 

 

（例） 

 ・日光をありにする。 
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授業アイディア例 

「植物の発芽、成長、結実」 

～差異点や共通点を基に、具体的な条件に着目し、問題を見いだす～ 

〈実施対象学年〉 

第５学年 

【問題を解決していく中で生まれた疑問から、新たな問題を見いだす】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植物の「発芽の条件」や、子葉に含まれる養分と発芽との関係について解決していく中で、

これまでの経験や実験結果との差異点や共通点を基にして、具体的な「成長の条件」に着目

し、新たな問題を見いだす場面 

【前時の振り返り】 

発芽する前と後のインゲンマメの

種子の様子の比較から、どのような

ことが分かりましたか。 

発芽したあとのインゲンマメは、どうなっていますか。 

インゲンマメの種子の発芽に必要な条件と、元気なアサガオを 

育てた時に工夫した点について整理してみましょう。 

種子には養分がないのに、発芽したあとも 

成長し続けています。 

インゲンマメの成長には、何が必要なのだ 

ろう。 

 

１年生でアサガオを育てたときに、元気なアサガオに 

なるように工夫したことがあったね。 

日光がよく当たるようにしたり、肥料をあげたりし

たよ。水もいっぱいあげたね。 

種子の中にあった養分は、発芽の

ために使われて、なくなっていたこ

とが分かりました。 
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授業アイディア例 

「植物の発芽、成長、結実」 

～差異点や共通点を基に、具体的な条件に着目し、問題を見いだす～ 

〈実施対象学年〉 

第５学年 

【問題を解決していく中で生まれた疑問から、新たな問題を見いだす】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植物の「発芽の条件」や、子葉に含まれる養分と発芽との関係について解決していく中で、

これまでの経験や実験結果との差異点や共通点を基にして、具体的な「成長の条件」に着目

し、新たな問題を見いだす場面 

【前時の振り返り】 

発芽する前と後のインゲンマメの

種子の様子の比較から、どのような

ことが分かりましたか。 

発芽したあとのインゲンマメは、どうなっていますか。 

インゲンマメの種子の発芽に必要な条件と、元気なアサガオを 

育てた時に工夫した点について整理してみましょう。 

種子には養分がないのに、発芽したあとも 

成長し続けています。 

インゲンマメの成長には、何が必要なのだ 

ろう。 

 

１年生でアサガオを育てたときに、元気なアサガオに 

なるように工夫したことがあったね。 

日光がよく当たるようにしたり、肥料をあげたりし

たよ。水もいっぱいあげたね。 

種子の中にあった養分は、発芽の

ために使われて、なくなっていたこ

とが分かりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体的な条件に着目できるように、植物の成長に関する既習の内容や生活の場面と関係付け 

て、問題を見いだすことができるようにすることが大切である。 

 １年生でアサガオを育てた経験や、これまでの生活の場面の中で植物を元気に育てる時に工

夫した点を振り返り、差異点や共通点を基に、インゲンマメのさらなる成長の具体的な条件に

着目した問題を見いだすように指導していく。 

成長に適した季節など、必要な条件が他にもあることを予想する児童の考えを大切にするこ

とで、植物の多様性を捉える機会ともしたい。また、動物の成長の過程と関係付けることで、

植物の成長と動物の成長の差異点や共通点について、考えることができるようにしたい。 

 問題  インゲンマメがさらに成長していくためには、どのような条件が必要なのだろうか。

 

 
インゲンマメの種子の発芽の条件と、アサガオを育てた時に工夫した点 

 

 インゲンマメ アサガオ 

条件や工夫した点 水・空気・適した温度 日光・肥料・水 

 

ポポイインントト  

表に整理してみると、条件や工夫した点の中に

同じものやちがうものがあるよ。インゲンマメの

成長に必要な条件を予想して、実験できるかもし

れないね。 

 

私は、「肥料」が必要な条件なのか実験したいです。 

私は、「日光」が必要な条件なのか調べてみたいです。 

他にも必要な条件があるかもしれないので、もう少し

考えたいです。 

それでは、学級の共通の問題をどのようにするとよいですか。 
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理科４ 水について調べ、発表する（物質に関する問題） 
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理科４ 水について調べ、発表する（物質に関する問題） 
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出題の趣旨 

 

 

本問題では、水をテーマに水の温まり方、温度によって水の状態が変化すること、オホーツ

ク海の氷と気温の変動との関係について、理科で学習した知識を基に概念的に理解しているか

どうかを問うための場面を設定した。 

設問（1）は、水の温まり方について、問題に対するまとめを導きだすために、調べる必要が

あることについて検討して表現することができるかを問うものである。ここでは、水の温まり方

について、予想を基に解決するための観察、実験の方法を発想し、表現することが求められる。

本設問にあるように、問題に対するまとめを導きだす際、解決の方法が適切であったかを検討

することが大切である。そのため、予想したことを確かめる方法になっているかを検討して改善

し、発想した解決の方法がその通りできていたか考えることの重要性を意識して授業を改善 

することが大切であると考えられる。 

設問（2）は、水の蒸発や結露について、温度によって水の状態が変化するという知識と関連

付け、適切に表現できるかどうかを問うものである。ここでは、水の蒸発や結露に関係する  

自然の事物・現象について、温度によって水の状態が変化するという知識を基に、概念的に  

理解することが求められる。そのため、自然の事物・現象と知識を関係付けたり、知識を相互に

関連付けたりして、理解を深めることの重要性について意識して授業を改善することが大切で 

あると考えられる。 

設問（3）は、オホーツク海の氷と気温の変動との関係を、「理科で学習したこと」に関連   

付けて、「学習したことをもとに考えたこと」について思考して表現できるかどうかを問うもの

である。ここでは、学習した内容や児童の生活体験などを基に根拠のある予想や仮説を発想して、

思考し判断することが求められる。そのため、習得した知識を他の学習や生活に関連付けて、

知識を身に付けることの重要性を意識して授業を改善することが大切であると考えられる。 

 

  

水の温まり方について、解決の方法を発想しながら問題を解決できるか、水に関する  

知識を概念的に理解しているかどうかをみる。 
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出題の趣旨 

 

 

本問題では、水をテーマに水の温まり方、温度によって水の状態が変化すること、オホーツ

ク海の氷と気温の変動との関係について、理科で学習した知識を基に概念的に理解しているか

どうかを問うための場面を設定した。 

設問（1）は、水の温まり方について、問題に対するまとめを導きだすために、調べる必要が

あることについて検討して表現することができるかを問うものである。ここでは、水の温まり方

について、予想を基に解決するための観察、実験の方法を発想し、表現することが求められる。

本設問にあるように、問題に対するまとめを導きだす際、解決の方法が適切であったかを検討

することが大切である。そのため、予想したことを確かめる方法になっているかを検討して改善

し、発想した解決の方法がその通りできていたか考えることの重要性を意識して授業を改善 

することが大切であると考えられる。 

設問（2）は、水の蒸発や結露について、温度によって水の状態が変化するという知識と関連

付け、適切に表現できるかどうかを問うものである。ここでは、水の蒸発や結露に関係する  

自然の事物・現象について、温度によって水の状態が変化するという知識を基に、概念的に  

理解することが求められる。そのため、自然の事物・現象と知識を関係付けたり、知識を相互に

関連付けたりして、理解を深めることの重要性について意識して授業を改善することが大切で 

あると考えられる。 

設問（3）は、オホーツク海の氷と気温の変動との関係を、「理科で学習したこと」に関連   

付けて、「学習したことをもとに考えたこと」について思考して表現できるかどうかを問うもの

である。ここでは、学習した内容や児童の生活体験などを基に根拠のある予想や仮説を発想して、

思考し判断することが求められる。そのため、習得した知識を他の学習や生活に関連付けて、

知識を身に付けることの重要性を意識して授業を改善することが大切であると考えられる。 

 

  

水の温まり方について、解決の方法を発想しながら問題を解決できるか、水に関する  

知識を概念的に理解しているかどうかをみる。 

 設問（1） 

趣旨 

 

 

■学習指導要領における区分・内容 

〔第４学年〕 Ａ 物質・エネルギー 
   (2) 金属、水及び空気の性質について、体積や状態の変化、熱の伝わり方に着目して、  

それらと温度の変化とを関係付けて調べる活動を通して、次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 

ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 

（ｲ）金属は熱せられた部分から順に温まるが、水や空気は熱せられた部分が移動して

全体が温まること。 

 

■枠組み（視点） 

検討・改善 

 

１．解答類型と反応率 

問題番号 解 答 類 型 
反応率 

（％） 
正答 

４ （1） １ 水の温められた部分の温度に関する内容   で解答しているもの 50.6 ◎ 

２ ビーカーの中の味噌の動きに関する内容   で解答しているもの 16.4  

３ 水や味噌の量に関する内容         で解答しているもの 3.7  

99  上記以外の解答 23.1  

０  無解答 6.1  

 

  

水の温まり方について、問題に対するまとめを導きだす際、解決するための観察、実験の  

方法が適切であったかを検討し、表現することができるかどうかをみる。 
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２．分析結果と課題 
○ 本設問の正答率は 50.6％である。このように解答した児童は、問題を解決するための観察、

実験の方法が適切であったかを検討し、表現することができていると考えられる。 

 

○ 解答類型２の反応率は 16.4％である。水の温まり方を調べる際に、水の「温度」と「動き」

に着目しなければならないが、本実験では水の「動き」しか検証できない。このように解答

した児童は、問題の検証には水の「温度」と「動き」の２つを調べる必要があることや、本実

験では水の「動き」しか検証できないことに気付き、問題に対するまとめを導きだすための

観察、実験の方法が適切であったかを検討し、表現することに課題があると考えられる。 

 

３．学習指導に当たって 
より妥当な考えをつくりだすために、様々な場面で解決の方法を改善していく 

〇 科学的に問題を解決するためには、計画した実験方法が予想したことを確かめられるもの

になっているかを検討して、改善することが大切である。 

指導に当たっては、問題解決の様々な場面で、計画した実験が予想を確かめられるのかに

ついて検討したり、改善したりする学習活動が考えられる。例えば、「解決の方法を発想する

場面」、「実験を行い、その結果や方法を振り返る場面」、「問題に対するまとめを導きだす場

面」などが、この学習活動に該当すると考えられる。 
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２．分析結果と課題 
○ 本設問の正答率は 50.6％である。このように解答した児童は、問題を解決するための観察、

実験の方法が適切であったかを検討し、表現することができていると考えられる。 

 

○ 解答類型２の反応率は 16.4％である。水の温まり方を調べる際に、水の「温度」と「動き」

に着目しなければならないが、本実験では水の「動き」しか検証できない。このように解答

した児童は、問題の検証には水の「温度」と「動き」の２つを調べる必要があることや、本実

験では水の「動き」しか検証できないことに気付き、問題に対するまとめを導きだすための

観察、実験の方法が適切であったかを検討し、表現することに課題があると考えられる。 

 

３．学習指導に当たって 
より妥当な考えをつくりだすために、様々な場面で解決の方法を改善していく 

〇 科学的に問題を解決するためには、計画した実験方法が予想したことを確かめられるもの

になっているかを検討して、改善することが大切である。 

指導に当たっては、問題解決の様々な場面で、計画した実験が予想を確かめられるのかに

ついて検討したり、改善したりする学習活動が考えられる。例えば、「解決の方法を発想する

場面」、「実験を行い、その結果や方法を振り返る場面」、「問題に対するまとめを導きだす場

面」などが、この学習活動に該当すると考えられる。 

 

 

  

 設問（2）イ・ウ  

趣旨 

 

 

■学習指導要領における区分・内容 

〔第４学年〕 Ａ 物質・エネルギー 

   (2) 金属、水及び空気の性質について、体積や状態の変化、熱の伝わり方に着目して、そ

れらと温度の変化とを関係付けて調べる活動を通して、次の事項を身に付けることが 

できるよう指導する。 

ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 

（ｳ）水は、温度によって水蒸気や氷に変わること。また、水が氷になると体積が増える

こと。 

〔第４学年〕 Ｂ 生命・地球 
   (4) 天気や自然界の水の様子について、気温や水の行方に着目して、それらと天気の様子

や水の状態変化とを関係付けて調べる活動を通して、次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 
ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 
（ｲ）水は、水面や地面などから蒸発し、水蒸気になって空気中に含まれていくこと。

また、空気中の水蒸気は、結露して再び水になって現れることがあること。 
 

■枠組み（視点） 

知識 

 

１．解答類型と反応率 

問題番号 解 答 類 型 
反応率 

（％） 
正答 

４ （2） 

イ・ウ 

１  （イ） １  （ウ） ４   と解答しているもの 64.2 ◎ 

２  （イ） １  （ウ） ５   と解答しているもの 5.9  

３  （イ） １  （ウ） ６   と解答しているもの 0.8  

４  （イ） ２  （ウ） ４   と解答しているもの 8.0  

５ （イ） ２  （ウ） ５   と解答しているもの 1.5  

６ （イ） ２  （ウ） ６   と解答しているもの 0.6  

７ （イ） ３  （ウ） ４   と解答しているもの 11.5  

８ （イ） ３  （ウ） ５   と解答しているもの 1.9  

９ （イ） ３  （ウ） ６   と解答しているもの 0.3  

99  上記以外の解答 3.9  

０  無解答 1.2  

 

  

水の蒸発について、温度によって水の状態が変化するという知識を基に、概念的に理解 

しているかどうかをみる。 
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２．分析結果と課題 
○ 本設問の正答率は 64.2％である。このように解答した児童は、水は沸騰や加熱を行わなく

ても蒸発して水蒸気に変化するという知識を基に、水の状態変化について、概念的に理解  

することができていると考えられる。 

 

○ 解答類型４、７の反応率の合計は 19.5％である。このように解答した児童は、湯気が水蒸

気に状態変化することは理解できているが、水は加熱しないと水蒸気にならないと誤解して

いると考えられる。 
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２．分析結果と課題 
○ 本設問の正答率は 64.2％である。このように解答した児童は、水は沸騰や加熱を行わなく

ても蒸発して水蒸気に変化するという知識を基に、水の状態変化について、概念的に理解  

することができていると考えられる。 

 

○ 解答類型４、７の反応率の合計は 19.5％である。このように解答した児童は、湯気が水蒸

気に状態変化することは理解できているが、水は加熱しないと水蒸気にならないと誤解して

いると考えられる。 

 

 

  

 設問（2）エ・オ  

趣旨 

 

 

■学習指導要領における区分・内容 

〔第４学年〕 Ａ 物質・エネルギー 

   (2) 金属、水及び空気の性質について、体積や状態の変化、熱の伝わり方に着目して、  

それと温度の変化とを関係付けて調べる活動を通して、次の事項を身に付けることが 

できるよう指導する。 

ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 

（ｳ）水は、温度によって水蒸気や氷に変わること。また、水が氷になると体積が増えること。 

〔第４学年〕 Ｂ 生命・地球 
   (4) 天気や自然界の水の様子について、気温や水の行方に着目して、それらと天気の様子

や水の状態変化とを関係付けて調べる活動を通して、次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 
ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 
（ｲ）水は、水面や地面などから蒸発し、水蒸気になって空気中に含まれていくこと。

また、空気中の水蒸気は、結露して再び水になって現れることがあること。 
 

■枠組み（視点） 

知識 

 

１．解答類型と反応率 

問題番号 解 答 類 型 
反応率 

（％） 
正答 

４ （2） 

エ・オ 

１  （エ） ７  （オ） 10    と解答しているもの 3.7  

２  （エ） ７  （オ） 11    と解答しているもの 3.0  

３  （エ） ７  （オ） 12    と解答しているもの 0.6  

４  （エ） ８  （オ） 10    と解答しているもの 3.5  

５ （エ） ８  （オ） 11    と解答しているもの 7.0  

６ （エ） ８  （オ） 12    と解答しているもの 0.8  

７ （エ） ９  （オ） 10    と解答しているもの 8.1  

８ （エ） ９  （オ） 11    と解答しているもの 57.7 ◎ 

９ （エ） ９  （オ） 12    と解答しているもの 8.5  

99  上記以外の解答 5.7  

０  無解答 1.5  

 

  

水の結露について、温度によって水の状態が変化するという知識を基に、概念的に理解 

しているかどうかをみる。 
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２．分析結果と課題 
○ 本設問の正答率は 57.7％である。このように解答した児童は、水蒸気は冷やされることで

液体の水に変化するという知識を基に、水の状態変化について、概念的に理解できていると

考えられる。 

 

○ 解答類型７、９の反応率の合計は 16.6％である。このように解答した児童は、水蒸気が氷

と水の入ったコップの表面で冷やされることは理解できているが、冷やされた結果、どのよ

うに状態変化するかについての理解に課題があると考えられる。 

 

３．学習指導に当たって 
 他の学習や生活と関連付け、知識を概念的に理解する 
 ○ 習得した個別の知識を概念的に理解するためには、学習内容を他の学習や生活と関連付け

ることが大切である。 

   指導に当たっては、知識を関連付けてより深く理解するために、加熱をしなくても水が  

蒸発する場面を生活の中から探したり、低い温度で水が蒸発する場面と沸騰で蒸発する場面

との差異点や共通点を整理したりすることを通して、水の状態変化について概念的に理解 

していくような指導が考えられる。 
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２．分析結果と課題 
○ 本設問の正答率は 57.7％である。このように解答した児童は、水蒸気は冷やされることで

液体の水に変化するという知識を基に、水の状態変化について、概念的に理解できていると

考えられる。 

 

○ 解答類型７、９の反応率の合計は 16.6％である。このように解答した児童は、水蒸気が氷

と水の入ったコップの表面で冷やされることは理解できているが、冷やされた結果、どのよ

うに状態変化するかについての理解に課題があると考えられる。 

 

３．学習指導に当たって 
 他の学習や生活と関連付け、知識を概念的に理解する 
 ○ 習得した個別の知識を概念的に理解するためには、学習内容を他の学習や生活と関連付け

ることが大切である。 

   指導に当たっては、知識を関連付けてより深く理解するために、加熱をしなくても水が  

蒸発する場面を生活の中から探したり、低い温度で水が蒸発する場面と沸騰で蒸発する場面

との差異点や共通点を整理したりすることを通して、水の状態変化について概念的に理解 

していくような指導が考えられる。 

 
  

 設問（3）カ  

趣旨 

 

 

■学習指導要領における区分・内容 

〔第４学年〕 Ａ 物質・エネルギー 
   (2) 金属、水及び空気の性質について、体積や状態の変化、熱の伝わり方に着目して、  

それらと温度の変化とを関係付けて調べる活動を通して、次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 
ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 
（ｳ）水は、温度によって水蒸気や氷に変わること。また、水が氷になると体積が増える

こと。 

 

■枠組み（視点） 

構想 

 

１．解答類型と反応率 

問題番号 解 答 類 型 
反応率 

（％） 
正答 

４ （3） 

カ 

１  １  と解答しているもの 8.7  

２  ２  と解答しているもの 60.0 ◎ 

３  ３  と解答しているもの 5.3  

４  ４  と解答しているもの 22.9  

99  上記以外の解答 0.8  

０  無解答 2.3  

 

  

水が氷に変わる温度を根拠に、オホーツク海の氷の面積が減少した理由を予想し、表現

することができるかどうかをみる。 
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２．分析結果と課題 
○ 本設問の正答率は 60.0％である。このように解答した児童は、「水は、冷えると０℃で氷に

変わる」ことを根拠に、オホーツク海の氷の面積が減少した理由を予想し、表現することが

できていると考えられる。 

 

○ 解答類型４の反応率は 22.9％である。このように解答した児童は、氷の量と気温上昇とを

関連付けることができていないと考えられる。 
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２．分析結果と課題 
○ 本設問の正答率は 60.0％である。このように解答した児童は、「水は、冷えると０℃で氷に

変わる」ことを根拠に、オホーツク海の氷の面積が減少した理由を予想し、表現することが

できていると考えられる。 

 

○ 解答類型４の反応率は 22.9％である。このように解答した児童は、氷の量と気温上昇とを

関連付けることができていないと考えられる。 

 

 

 

  

 設問（3）キ  

趣旨 

 

 

■学習指導要領における区分・内容 

〔第４学年〕 Ｂ 生命・地球 
   (3) 雨水の行方と地面の様子について、流れ方やしみ込み方に着目して、それらと地面の

傾きや土の粒の大きさとを関係付けて調べる活動を通して、次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 

（ｱ）水は、高い場所から低い場所へと流れて集まること。 

 

■枠組み（視点） 

知識 

 

１．解答類型と反応率 

問題番号 解 答 類 型 
反応率 

（％） 
正答 

４ （3） 

キ 

１  １  と解答しているもの 9.4  

２  ２  と解答しているもの 12.7  

３  ３  と解答しているもの 61.0 ◎ 

４  ４  と解答しているもの 13.9  

99  上記以外の解答 0.5  

０  無解答 2.4  

 

  

氷がとけてできた水が海に流れていくことの根拠について、理科で学習したことと関連

付けて、知識を概念的に理解しているかどうかをみる。 
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２．分析結果と課題 
〇 本設問の正答率は 61.0％である。このように解答した児童は、氷がとけてできた水は海に

流れていくことの根拠について、「水は、高い場所から低い場所へと流れる」を選択している

ことから、理科で学習したことと関連付けて、知識を概念的に理解していると考えられる。 

 

○ 解答類型１、２、４の反応率の合計は 36.0％である。このように解答した児童は、氷が   

とけてできた水が海に流れていくことの根拠について、理科で学習したことと関連付けた選

択肢を選択できていないことから、理科で学習した知識を基に概念的に理解することに課題

があると考えられる。 
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２．分析結果と課題 
〇 本設問の正答率は 61.0％である。このように解答した児童は、氷がとけてできた水は海に

流れていくことの根拠について、「水は、高い場所から低い場所へと流れる」を選択している

ことから、理科で学習したことと関連付けて、知識を概念的に理解していると考えられる。 

 

○ 解答類型１、２、４の反応率の合計は 36.0％である。このように解答した児童は、氷が   

とけてできた水が海に流れていくことの根拠について、理科で学習したことと関連付けた選

択肢を選択できていないことから、理科で学習した知識を基に概念的に理解することに課題

があると考えられる。 

 

  

 設問（3）ク  

趣旨 

 

 

■学習指導要領における区分・内容 

〔第４学年〕 Ａ 物質・エネルギー 
   (2) 金属、水及び空気の性質について、体積や状態の変化、熱の伝わり方に着目して、  

それらと温度の変化とを関係付けて調べる活動を通して、次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 
ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 
（ｱ）金属、水及び空気は、温めたり冷やしたりすると、それらの体積が変わるが、 

その程度には違いがあること。 

 

■枠組み（視点） 

構想 

 

１．解答類型と反応率 

問題番号 解 答 類 型 
反応率 

（％） 
正答 

４ （3） 

ク 

１  １  と解答しているもの 65.8 ◎ 

２  ２  と解答しているもの 8.4  

３  ３  と解答しているもの 8.1  

４  ４  と解答しているもの 14.7  

99  上記以外の解答 0.6  

０  無解答 2.4  

 

  

「水は温まると体積が増える」を根拠に、海面水位の上昇した理由を予想し、表現する

ことができるかどうかをみる。 
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２．分析結果と課題 
〇 本設問の正答率は 65.8％である。このように解答した児童は、「水は、温まると体積が増え

る」ことを根拠に、海面水位が上昇した理由を予想し、表現することができていると考えら

れる。 

 

○ 解答類型４の反応率は 14.7％である。このように解答した児童は、水から氷への状態変化

に伴う体積変化について理解しているが、海水の温度が上昇することに伴い海面水位が上昇

することの理由を、水の温度による体積変化と関係付けながら予想し、表現することに課題

があると考えられる。 

 

３．学習指導に当たって 
 学習したことを、自然の事物・現象に当てはめて捉え直すことができるようにする 

 ○ 既習の内容を根拠にして、自然の事物・現象について予想し、説明できるようにするため

には、学習内容を他の学習や生活と関連付けることが大切である。 

 指導に当たっては、例えば、学習のまとめの際に、学習したことを自然の事物・現象や生

活の場面に当てはめて理解を深めたり、役立っていることを捉えたりする活動を設定する。

そして、学習したことと、自然の事物・現象との共通点を分類・整理したり、自然の事物・現

象と習得した知識を関連付けて説明したりするような学習活動が考えられる。 
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授業アイディア例 

「物の溶け方」 

～実験結果を基に方法が適切だったのか検討し、改善する～ 

〈実施対象学年〉

第５学年 

 

 

 

  予想  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解決の方法を発想する場面 

 問題  食塩とミョウバンでは、水にとける量にちがいがあるのだろうか。 

実験の方法 

➀ 水 50 mL を量る。 

② スプーンで食塩を量り、 
水に入れて混ぜる。 

 ③ とけた量を記録する。 
(スプーン何はい) 

④ ミョウバンでも同じ  
ことをくり返す。 

※ ①～③の様子をタブレットで 
さつえいしておく。 

班の結果を学級全体で比べるには、実験の時にどのようなことに

注意するとよいですか。 

食塩もミョウバンも、水にとける量にちがいはないと思います。

どちらも白いつぶで、同じもののように見えます。水にとける量

も、変わらないのではないでしょうか。 

 

食塩と砂糖も白いつぶで同じように見えるけど、味がまったく

ちがうよ。同じように見えても性質にちがいがあるから、食塩と

ミョウバンが水にとける量には、ちがいがあると思います。 

 

ものをとかす水の量は、

そろえないといけないね。 

とかすものの量は、

スプーンで量ることに

しよう。 

実験の様子をタブレットで 

さつえいすると、操作や記録を

ふり返ることができるね。 
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授業アイディア例 

「物の溶け方」 

～実験結果を基に方法が適切だったのか検討し、改善する～ 

〈実施対象学年〉

第５学年 

 

 

 

  予想  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解決の方法を発想する場面 

 問題  食塩とミョウバンでは、水にとける量にちがいがあるのだろうか。 

実験の方法 

➀ 水 50 mL を量る。 

② スプーンで食塩を量り、 
水に入れて混ぜる。 

 ③ とけた量を記録する。 
(スプーン何はい) 

④ ミョウバンでも同じ  
ことをくり返す。 

※ ①～③の様子をタブレットで 
さつえいしておく。 

班の結果を学級全体で比べるには、実験の時にどのようなことに

注意するとよいですか。 

食塩もミョウバンも、水にとける量にちがいはないと思います。

どちらも白いつぶで、同じもののように見えます。水にとける量

も、変わらないのではないでしょうか。 

 

食塩と砂糖も白いつぶで同じように見えるけど、味がまったく

ちがうよ。同じように見えても性質にちがいがあるから、食塩と

ミョウバンが水にとける量には、ちがいがあると思います。 

 

ものをとかす水の量は、

そろえないといけないね。 

とかすものの量は、

スプーンで量ることに

しよう。 

実験の様子をタブレットで 

さつえいすると、操作や記録を

ふり返ることができるね。 

 

 クラスの結果  50ｍLの水にとける量 

 

班 １ ２ ３ ４ ５ 

食塩 ６はい ６はい ７はい ６はい ４はい 

ミョウバン ２はい ２はい ２はい ３はい １はい 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画や実施した観察、実験の方法が、予想を確かめられるものになっているかを検討し、

必要に応じて改善することが重要である。また、実験の結果を基に、方法が適切だったのか

を振り返り、改善することが大切である。可能であれば、児童の実態に応じて複数回、検討・

改善を重ねながら実験に取り組むことが考えられる。 

単元全体を見通して、児童が器具や機器を正しく扱うことだけでなく、操作の意味を捉え

るように指導することで、観察、実験に関する技能の向上につなげるようにしたい。 

 

実験の結果を基に方法を振り返る場面 

 

改善した方法について話し合う場面 

 
【実験で注意すること】 

・ メスシリンダーを用いて
水の量を正しく量る 

・ ものの量の量り方 
   (スプーンすり切り) 

 
・「とけた」の判断の基準 
(底に何も残っていない、 

  水がとう明になる) など 

ポポイインントト  

実験の結果を見て、気付いたことはありますか。 

方法を見直して、もう一度

実験をしてみましょう。 

どのようなことに注意する

とよいですか。 

 

班によって、とける量が 

多かったり、少なかったり 

するよ。なぜかな。 

 

少しだけものがとけ 

残ったときに、私たち

の班は「とけた」と判

断したけど、他の班は

どう判断したのかな。 

 

とかすものの量や、

水の量を正しく量って

いたのかな。 

 
タブレットでさつえいした 

ものを確認してみようよ。 
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